
第１回 高松中心市街地プロムナード化検討会議 

日時：令和５年４月 24 日（月）14 時 30 分～ 

場所：香川県庁 本館 21 階 特別会議室 
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高松中心市街地プロムナード化検討会議 設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 高松中心市街地において、より一層のにぎわいを創出するため、歩行空間の課題を抽出

し、都市空間の再編に向けた検討を行うことを目的として、高松中心市街地プロムナード化検

討会議（以下「会議」という。）を置く。 

（会議） 

第２条 会議は、別表に掲げる委員で組織する。 

２ 会議に委員長及び副委員長を置き、委員長は、委員の互選によって定め、副委員長は、委員

長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長が不在又は事故があるときは、その職務を代理する。 

５ 会議は、委員の２分の１以上が出席しなければ開くことができない。 

６ 委員に支障があるときは、当該委員が委任する者が会議に出席し、議決に加わることができ

る。ただし、委員長、副委員長は他の者に委任できない。 

７ 会議は、委員長が招集し、議長となる。ただし、最初に開催される会議及び委員の任期満了

後における最初の会議は事務局長が招集する。 

８ 委員長は、必要があると認めるときは、関係者に対し、資料の提出や出席を求めることがで

きる。また、検討状況に応じて、会議に諮り、委員の改選を行うことができる。 

９ 委員長は、指定感染症の感染拡大防止或いはその他理由により、やむを得ないと認める場合

は、書面会議又はインターネット環境等を利用した会議を開き、議決を得ることができる。 

 （会議の公開） 

第３条 会議は、原則として公開するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合

であって、委員長が会議の全部又は一部を公開しない旨を決定したときは、この限りではない。 

 一 香川県情報公開条例（平成１２年条例５４号）第７条各号に定める情報に該当すると認め

られる事項について審議等を行う場合 

 二 公開することにより、公正かつ円滑な検討が著しく阻害され、会議の目的が達成できなく

なると認められる場合 

 三 その他、委員長が必要と認める場合 

２ 前項の規定により会議を公開する場合において、議長は、会議の運営上必要があると認める

ときは、傍聴人の数の制限その他必要な措置を講じることができる。 

（事務局） 

第４条 事務局は、委託業務受注者が行う。 

２ 事務局は、会議の運営に必要な事務を行う。 

（その他） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、委員長が別に定める。 

資料１



附 則 

１ この要綱は、令和５年４月 24 日から施行する。 

２ この要綱は、会議の設置目的を達成したときにその効力を失う。 



別表 委員（16 名）              （敬称略 令和５年４月 24 日現在） 

区 分 職 名 氏名 備  考 

学識経験者 

日本大学理工学部 教授 中村 英夫  

香川大学経済学部 教授 西成 典久  

日本政策投資銀行 四国支店長 柏原 亮  

交通事業者・ 

地区内関係者 

四国旅客鉄道（株）事業開発本部

担当部長 
高瀬 直輝  

（一社）香川県バス協会 専務理事 今西 照章  

香川県旅客船協会 会長 堀川 満弘  

シンボルタワー開発（株） 

専務取締役 
石川 孝雄  

関係行政 

機関 

国土交通省四国地方整備局 

建政部長 
宮武 一郎  

国土交通省四国地方整備局 

道路部長 
清水 純  

国土交通省四国運輸局 

交通政策部長 
久保 雅寛  

香川県警察本部交通部長 中村 弘孝  

高松市創造都市推進局長 中川 昌之  

高松市都市整備局長 板東 和彦  

香川県交流推進部長 多田 仁  

香川県土木部長 竹内 正巳  

香川県教育委員会 

新県立体育館整備推進総室長 
海津 洋  



第１回 高松中心市街地プロムナード化検討会議

令 和 ５ 年 ４ 月 2 4 日 （ 月 ）
香川県庁本館２１階 特別会議室

資料２



第１回 高松中心市街地プロムナード化検討会議
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（２）将来イメージ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16
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５ 今後の進め方について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P19



１ 検討会議の趣旨について

１

〇人口減少、脱炭素社会において、いかに持続可能な都市に転換するかが課題となっている。
〇高松市では、今年７月に「持続可能な都市開発に向けた協働」をテーマとした、「G7香川・高松都市
大臣会合」が開催される。
〇この機会に、高松地区の都市における課題を再度抽出し、都市空間の再編に向けた検討を行う。

持続可能な都市の実現

G7香川・高松都市大臣会合が、今年
７月７～９日に高松市で開催予定

古くから取り組んできたヨーロッパに加え、近年、世界中の都市で
車中心から人中心の空間に再編し、にぎわいを創出する取組みが
進められている。

出典：香川県HP 出典：ストリートデザインガイドライン 国土交通省 都市局・道路局



１ 検討会議の趣旨について

２

〇県立アリーナなどの新たな施設整備にあわせた、サンポート高松地区のより一層のにぎわい創出
〇地域資源である瀬戸内海や史跡高松城跡 玉藻公園を活かしたまちづくり
〇サンポート高松地区～中央通り～高松中央商店街の回遊性向上
〇高松市が目指すウォーカブルなまちづくりの推進

地理院地図を使用し加筆

サンポート高松地区

玉藻公園

栗林公園

瀬戸内海

出典 高松市HP

サンポート高松地区

中心市街地で歩行者専用空間を
創出するイベントの状況

玉藻公園

高松中央商店街

出典 香川県観光協会HP

中央通り



２ サンポート高松地区について
（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ①サンポート高松地区の成り立ち
〇都市機能と港湾機能の調和の取れた開発を行い、四国の中枢管理都市としての都市拠点づくりをねらいと
して、平成４年に「高松港頭地区総合整備計画基本構想」が策定され、平成５年に「地区計画の方針」、
平成７年に「地区整備計画」、平成12年に「サンポート高松シビックコア地区」が策定された。
〇官民が一体となって、ゆとりと潤いのある都市環境の整備を進め、高度な都市機能や業務機能、コンベン
ション機能の導入を目的とし、平成16年３月にグランドオープンした。
〇現在、商業、業務、官公庁、文化、交流、情報などの集積した地区に発展している。

JR高松駅

ことでん
高松築港駅

高松港

合同庁舎

高松
シンボルタワー

JRホテルクレメント

旅客ターミナルビル

徳島文理大学
（整備中）

JR四国
高松駅ビル
（整備中）

外資系
最高級ホテル
（計画）

玉藻公園高速バスターミナル

路線バスターミナル

令和５年現在

シビックコア地区整備イメージ図（平成12年時点） ３

サンポート高松地区の状況



（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ②交通結節点の状況

出典：第１回高松市サンポート地区都市再生検討委員会資料 ４

■交通結節点の利用状況及び運行サービス状況
【鉄道（JR高松駅）】

【高速バス】 【鉄道（ことでん）】

【バス路線※高松市全体】
〇利用者数の推移 〇利用者数の推移

〇高松駅から連絡する高速バス系統

出典 ことでんバス資料出典 高松市統計年報
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〇利用者数の推移

出典 ことでん資料
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〇主な路線の運行本数
路線 下り本数/日
琴平線 （平日）62
長尾線 （平日）59
志度線 （平日）45

香川

徳島

高知

愛媛

近畿 東海

関東

九州
高松593便

30便

26便

24便

2便

130便 2便

2便

出典 四国高速バス、ことでんバス

〇利用者数の推移

出典 四国における運輸の動き
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〇主な路線の運行本数
路線 本数/日
予讃線 （高松駅発）116
高徳線 （高松駅発）46

出典 JR四国HP

ことでん
高松築港駅JR高松駅

高速
バスターミナル

フェリー
ターミナル

高松港

バスターミナル
（路線バス・空港リムジン）

○平成23年以降、JR高松駅、ことでんの利用者数は、増加傾向。
○高松市全体のバス路線の利用者数は年々増加、高速バスの利用者数は微増。
○フェリーの利用者数は、増加傾向。

【フェリー】

出典 香川県資料

〇高松港 離島航路における乗降人員の推移
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（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ③道路、緑地、広場等の整備状況

○地区内交通処理、地区の発展と都市機能の充実を図るため、周囲に全幅25ｍの４車線道路を整備。
○新たな水辺空間の創出のため、港湾緑地を整備。
○地区のにぎわい創出のため、多目的広場を整備。

道路、緑地、広場等の整備状況

５

合同庁舎

シンボルタワー旅客ターミナルビル

JR高松駅 ことでん
高松築港駅

高松港

多目的広場

シンボルタワー

駅前広場

駅前広場

歩行者専用道路

港湾緑地（シーフロントプロムナード）



（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ④交通量（自動車、歩行者）、歩行経路

〇自動車交通量 周回道路では、市道高松駅北線の交通量が最も多く、6,000台/12h（平日）となっている。
本町踏切の渋滞に伴う迂回交通が見られる。

〇歩行者交通量 JR高松駅から北へ横断する歩行者は休日の方が約1割多く、7,654人/12hとなっている。
〇歩 行 経 路 JR高松駅から多目的広場方面への歩行経路は、屋外イベント時においてシンボルタワー西側の

歩行者専用道路利用が7割以上と突出して多い。

交通量（自動車、歩行者）

断面交通量
〔平日12h〕4,537人
〔休日12h〕2,178人

６

中
央
通
り

交通量調査
自動車 ：H29実施
歩行者 ：H30実施 イベント名 さぬきマルシェ

開催場所 サンポート高松大型テント広場
開催時期 R元 年8 月4 日（日）8 00 開始/15 00 終了

サンポート高松でのアンケート調査結果を基に作成
断面交通量
〔平日12h〕2,616台
〔休日12h〕2,397台

断面交通量
〔平日12h〕4,583台
〔休日12h〕5,070台

断面交通量
〔平日12h〕9,495台
〔休日12h〕7,828台

断面交通量
〔平日12h〕11,176台
〔休日12h〕10,848台

断面交通量
〔平日12h〕6,000台
〔休日12h〕4,933台

JR高松駅からの歩行経路

横断歩道の信号時間（青・赤）
〔平日〕 青：29秒 赤：51秒
〔休日〕 青：29秒 赤：41秒

断面交通量
〔平日12h〕6,903人
〔休日12h〕7,654人

断面交通量
〔平日12h〕3,004台
〔休日12h〕2,207台



（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ⑤バスの運行ルート

〇JR高松駅から西に向かうバスは、３路線となっている。

バスの運行ルート

７

1 まちなかループバス
2 レインボー循環バス
3 高松空港リムジンバス・通勤特急
4 郊外線　西方面
5 郊外線　南方面
6 郊外線　東方面
7 朝日町線（高松駅－県立中央病院－朝日町）
8 大川バス・引田線（高松駅－引田）
9 イオン高松線
10 日赤シャトルバス

凡　　　　　　　　　例

出典 琴電バス株式会社.「市内中心部詳細図(地図)」.
https://www.kotoden.co.jp/publichtm/bus/rosen/index.html
, (参照 2023-04-05)



（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ⑥イベント開催状況、シンボルタワー入居状況

〇コロナ前の多目的広場と大型テントの稼働日数は年間７０日以上であった。
〇シンボルタワーの民間商業部分には、現在約２０社が入居しているが、入居率はコロナ禍で減少傾向。

イベント開催状況（多目的広場、大型テント広場） シンボルタワー（民間商業部分）入居状況

近年の広場の稼働日数（多目的広場、大型テント広場）

シンボルタワー（民間商業部分）の企業数と入居率
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シンボルタワー（民間商業部分）の入居率（直近５年間）
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（１）サンポート高松地区の経緯・現状 ⑦観光に関する状況

９

○ 観光客数は増加傾向、特に、インバウンド客の増加が顕著。
○ 2019年に訪れたい場所第７位に瀬戸内エリアが※1、2020年に訪れるべき目的地１０選に国内の都市
で唯一高松市が選出される※2など、近年、観光地として世界中から注目されている。

【香川県への観光目的宿泊者数の推移】

【瀬戸内地域への注目】

出典 宿泊旅行統計調査
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〇52 Places to Go in 2019
２０１９に訪れたい場所

第1位 プエルトリコ
第2位 ハンピ（インド）
第3位 サンタバーバラ（アメリカ）
第4位 パナマ
第5位 ミュンヘン（ドイツ）
第6位 エイラート（イスラエル）
第7位 瀬戸内エリア

第8位 オールボー（デンマーク）
第9位 アゾレス諸島（ポルトガル）
第10位 オンタリオの氷の洞窟（カナダ）

出典 NYタイムズ誌

※1 ＮYタイムズ紙、※2 ブッキングドットコム

出典 香川県観光協会

出典 「ブッキングドットコム」HP

観光に関する現状



【土木部：都市計画課、港湾課】

ホテル

駅ビル

大学 JR高松駅
ことでん
高松築港駅

（２）新たな施設の立地計画

〇サンポート高松地区では、本県スポーツの中核的な機能を有する施設として、また、交流人口の拡大やに
ぎわいづくりの拠点となる施設として、令和７年３月の開設に向けて香川県立アリーナの整備を進めており、
さらにＪＲ四国による駅ビルの建設、徳島文理大学の移転及び外資系最高級ホテルの誘致など、地区の
魅力を向上させる計画が進められている。

徳島文理大学高松駅キャンパス
2025年(令和7年)開学予定

JR四国 高松駅ビル
2023年度(令和5年度)開業予定

香川県立アリーナ
2025年(令和7年)開設予定

外資系最高級ホテル
2025年(令和7年) 開業予定

サンポート高松地区の魅力を向上させる新たな施設整備

１０

出典：香川県HP

出典：徳島文理大学HP

出典：四国電力HP

出典：JR四国HP



【土木部：都市計画課、港湾課】（２）新たな施設の立地計画 香川県立アリーナ
〇香川県立アリーナの特徴
・様々な用途に利用できる多目的アリーナ
・最大収容人数は、中四国最大級の約１万人（コンサートアリーナツアー、MICEなどに利用可能）
・サンポートの環境に調和した、利用しやすい施設
・交流エリアを設けた新しい発想のアリーナ

１１

香川県立アリーナの整備イメージ

建築面積 １８，９５０㎡

延床面積 ３１，２１２㎡（東駐車場含む）

構造形式 鉄骨造、鉄筋コンクリート造／杭基礎

最高高さ ２７．７ｍ

施設構成 メインアリーナ
サブアリーナ
武道施設

固定席５，０２４席
固定席１，００２席
固定席 ３２７席

駐車場
東駐車場 ６８台（身障者用２台含む）
西駐車場 ３２台（身障者用２台含む）

駐輪場 自転車・自動二輪車 ５６５台

Copyright（C）2021 Kagawa Prefectural Government and SANAA. All rights reserved.

Copyright（C）2021 Kagawa Prefectural Government
and SANAA. All rights reserved.

Copyright（C）2021 Kagawa Prefectural Government
and SANAA. All rights reserved.



（２）新たな施設の立地計画 快適な歩行空間の確保

〇香川県立アリーナの開設に向けて、歩行者の快適性・利便性向上を図るため、屋根付き歩道や連絡デッ
キの整備により、駅や港からの安全で快適な歩行空間を確保することとしている。

サンポート高松地区都市再生整備計画

１２

屋根付き歩道のイメージ図

大規模イベント時の経路別の歩行者交通量
（メインアリーナにおいて１万人規模のコンサートを開催した場合）



【土木部：都市計画課、港湾課】

新たな基本目標

（３）香川県総合計画の見直し

〇現行の県総合計画は、令和3年10月に策定したところだが、少子高齢化とそれに伴う人口減少などの
課題は、さらに速度を増し、より深刻化している。
〇さらに、コロナの長期化や世界的サプライチェーンの危機、急激な原油・物価高騰など、これからの本県の社
会経済や県民生活、自治体経営に大きな影響を及ぼす新たな事象も発生している状況となっている。
〇こうした状況を踏まえ、改めて中長期的な将来を展望し、本県の目指す姿と向かうべき道筋を構想したうえ
で、今、手を打ち、取り組む必要のある政策を、全部局が県民目線に立って一体となって推進する視点で
再構築するために、計画の見直しを行うこととしている。

「人生100年時代のフロンティア県」の実現
人生100年時代を迎える中、すべての県民が生涯のあらゆる段階で活躍し、人生の豊かさと幸せ
を実感しながら安心して暮らすことができる地域社会を全国に先駆けて実現する「人生100年時代
のフロンティア県」を目指す

（１）安全・安心で住みたくなる香川をつくる
「県民100万人計画」

（２）活力に満ち挑戦できる香川をつくる
「デジタル田園都市100計画」

（３）多くの人が行き交い訪れたくなる香川をつくる
「にぎわい100計画」
⇒サンポート高松における、より一層のにぎわいの創出を図る

新たな基本方針

１３



（4）サンポート高松地区の問題 地区の分断、不十分なオープンスペース

港湾緑地 県立アリーナ
駅前空間シンボルタワー等

の各施設

大型旅客船岸壁
赤灯台

高松港

地区内道路の状況

① ②

③

①

②

〇現状の駅、港、海辺空間、シンボルタワー等の各施設が道路で分断されている。
〇大型テント広場等のオープンスペースが減少し、既存の緑地、広場等も分散しているため、多くの人を受け
入れる一体となった空間が十分でない。

③

④

オープンスペースの状況

④

１４

イベントに使用されていた旧大型テント広場の状況
（現在、県立アリーナの建設中）



〇現状の駅、港、海辺空間、シンボルタワー等の
各施設が道路で分断されている。

〇既存の緑地、広場等は分散しており、多くの方
を受け入れる一体となった空間が十分でない。

〇県立アリーナにおける大規模イベント開催におい
ても、JR高松駅からウォーターフロントに向かっ
て、安全で快適に歩くことができる空間の創出
〇既存の駅前広場や港湾緑地と一体的に活用できる
空間の創出

大型旅客船岸壁
赤灯台

分断

分断

３ サンポート高松地区のプロムナード化について （１）基本的な考え方

問題に対する考え方現状の問題

１５

地区全体として、にぎわいのある
一大プロムナード化の実現



JR高松駅北側市道
を西へ望む

JR高松駅

高松サンポート
合同庁舎

３ サンポート高松地区のプロムナード化について （２）将来イメージ

１６※これらのパースはプロムナードの検討用に将来イメージをお示ししているものであり、方針等が決定したものではありません



３ サンポート高松地区のプロムナード化について （３）検討フロー

１７

現状、問題、方向性（ビジョン）の共有

プロムナード化の進め方の検討

サンポート高松地区のプロムナード化に向けた論点整理

関係者との合意形成周辺交通等に及ぼす影響整備による効果

社会実験・アンケート調査等の実施

整備効果の評価
周辺交通等への影響の検証
関係者との合意形成の検討



４ 検討にあたっての取り組みについて

市道高松駅北線の道路も活用して、一大にぎわい空間を
創出するイベントを開催予定
・実施予定日 令和５年５月21日（日）
・実施内容  同日開催のサンポートマルシェと一体と

なった休憩スペースの設置やワークショップ等

【参考】G7香川・高松都市大臣会合の関連イベント

高松港

〇プロムナード化に向けた課題等を評価・検証し、方針決定の参考とするため、社会実験を実施し、交通流
動調査、アンケート調査などを行う。

交通流動調査

アンケート調査

・人や自動車の交通流動特性を把握
・交通混雑、渋滞
・経路転換
・滞留時間など

・利用ニーズの把握など

１８

プロムナード化検討予定範囲

県立アリーナ

多目的広場

ことでん
高松築港駅

周辺交通への影響

滞留できる空間・人口・
時間の増加

⇒本イベントにおいても、上記
調査を実施し、高松駅北線
が通行できない状況の評価
を行う。

プロムナード化により想定される効果と影響
社会実験（７月頃を予定）

歩行者流動の増加
駅前広場

JR高松駅



５ 今後の進め方について スケジュール

１９

第１回
（R5.4月）
第１回
（R5.4月）

○検討会議の設置主旨について
○プロムナード化について
・論点の整理
○検討にあたっての取り組みについて
○今後の進め方について

第２回
（R5.6月頃）
第２回

（R5.6月頃）令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

第3回
（R5.9月頃）
第3回

（R5.9月頃）

○イベント時（G7関係）の調査結果について
○社会実験の詳細について
○都市空間の再編に関する他都市の事例について

○社会実験での調査結果について
○プロムナード化の進め方等について

社 会 実 験
（交通量調査、アンケート調査など）

高松市サンポート地区都市再生検討委員会
（プロムナード化に向けての検討方針について情報提供）

高松市サンポート地区都市再生検討委員会
（サンポート高松地区都市再生整備計画（案）の検討）

サンポート高松地区～
中央通り～高松中央商店街の

回遊性向上など、
中心市街地のにぎわい創出に

向けた検討

周辺の交通状況や地域の合意形成を踏まえ、
サンポート高松地区プロムナード化に着手

令
和
６
年
度
～

令
和
６
年
度
～


